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　電力の小売りを全面自由化したら、電気料金は安くなるのか。発送電分離が

実施された後の電力市場はどうなるのか。こうした疑問を解くヒントは、日本よ

り先に電力市場改革に取り組んでいる海外の国々にあるのではないか。そして、

海外の実施例から日本の電力システム改革への教訓を描き出すことができるの

ではないか。

　このような思いから、弊誌連載「世界の電力事情…日本への教訓」（2013年

11月号～14年10月号）は始まりました。ご多用にもかかわらず原稿執筆を引き

受けてくださったのは、電力中央研究所社会経済研究所の総勢13名の研究員の

方々でした。1年間（12回）にわたり、欧州編、英国編、フランス編、ドイツ編、

北欧編、南欧編、米国編、米国個別地域編①（カリフォルニア州・テキサス

州）、米国個別地域編②（米国北東部）、オセアニア編、韓国編、総集編という

形で図表を交えながら分かりやすくまとめていただきました。この場を借りまし

て、改めてお礼を申し上げたいと思います。

　1990年代に入ってから電力自由化が進展した米国では、発電と送電の連携に

課題があり、電力の安定供給に不安も生じています。電力市場改革から20年が

経過した英国では、市場メカニズムの中で必要な火力電源への投資がなされ

ず、供給力に不安を抱えるとともに、小売市場や卸電力市場で6大事業者の寡占

化が進み、電気料金などで様々な課題が生じています。フランスでは全面自由

化も国の関与が強く、規制料金を残したことが競争の進展を阻んでいます。ドイ

ツは再生可能エネルギーの導入促進と電力市場自由化の狭間で、卸電力市場な

どに様々な課題が生じています。

　電力改革の“先輩たち”が直面する課題を浮き彫りにしたことが、日本の電力シ

ステム改革に少しでも役立てば、これほどうれしいことはありません。

　研究員の方々の“汗の結晶”を、最新の情報も新たに盛り込みつつ、もっと読み

やすい形にまとめようということで、12回連載を1冊の冊子にまとめました。こ

の冊子が多くの方々の手に届き、電力システム改革について考えるきっかけにな

れば幸いです。

2014年11月

「月刊ビジネスアイ　エネコ」編集長　本田 賢一

巻　頭　言

本冊子は、雑誌「月刊ビジネスアイ  エネコ」で2013年11月号から2014年10月号に掲載された内容に加筆・修正をしたものです。1
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